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平成18年第1回市議会定例会

予想以上に厳しい財政状況下の予算編成

3月定例会概要 3月1日(水)～3月17日(金)

 

議
会
議
案 

２
件

国
へ
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出

○
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書

・
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め
体
系
的
な
道
路
整
備
と
合
併
を

支
援
す
る
地
域
連
絡
道
路
の
整
備
促
進
、
雪
に
強
い
道
路
整
備
の
推

進
、
道
路
整
備
に
必
要
な
安
定
し
た
財
源
の
確
保
を
求
め
る
。

　

提
出
者　
　

村
山
一
美 

全
員
賛
成

○
さ
ら
な
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
求
め
る
意
見
書

・
我
が
国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
社

会
全
体
で
の
子
育
て
体
制
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
出
産
費
用
等
の
負

担
軽
減
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
支
援
、
子
供
を
預
け
や
す
い
保
育
シ

ス
テ
ム
へ
の
転
換
等
の
体
系
の
充
実
を
求
め
る
。

　

提
出
者　
　

林　

繁  

全
員
賛
成

　 

人
事
案 

２
件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

・
菱
田
陽
子
さ
ん
（
千
代
野
西
六
丁
目
） 

全
員
賛
成

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
答
申

・
佐
原
榮
一
さ
ん
（
美
川
南
町
） 
全
員
賛
成

　 

条
例
案 

28
件

○
市
表
彰
条
例

・
市
政
進
展
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
各
表
彰
を
制
定 

全
員
賛
成

○
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例

・
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保
護
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
市
国
民
保
護
協
議
会
の
組
織
・
運
営
事
項
を
定
め
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

賛
成
多
数

○
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例

・
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
保
護
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
市
国
民
保
護
対
策
本
部
、
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の

設
置
を
定
め
る　
　

 

賛
成
多
数

○
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

・
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
よ
り
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
の
給
料
月
額
を
２
年
間
５
％
減
額 

全
員
賛
成

○
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

・
倉
光
地
内
の「
福
祉
の
郷
」に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設 

全
員
賛
成

○
市
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

・
法
律
の
規
定
に
よ
り
審
査
会
の
設
置
と
委
員
の
定
数
を
定
め
る 

全
員
賛
成

○
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
非
常
勤
職
員
旅
費
規
定
及
び
報
酬
額
表
の
改
正 

全
員
賛
成

○
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
給
料
表
等
の
規
定
の
改
正 

全
員
賛
成

○
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
鶴
来
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
民
営
化
に
伴
い
白
山

市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
の
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
市
税
前
納
報
奨
金
の
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
所
得
割
及
び
資
産
割
の
税
率
並
び
に
均
等
割
及
び
平
等
割
の
税
額

の
改
正 

全
員
賛
成

今
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
議
会
議
案
…
…
…
…
…
２
件　

 

◇
人
事
案
…
…
…
…
…
…
２
件

◇
条
例
案
…
…
…
…
…
…
28
件　

 

◇
事
件
処
分
案
…
…
…
…
11
件

◇
予
算
案
…
…
…
…
…
…
13
件　

 

◇
補
正
予
算
案
…
…
…
…
７
件
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○
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
建
売
住
宅
の
中
間
検
査
対
象
に
よ
り
、
中
間
検
査
申
請

手
数
料
の
規
定
を
追
加 

全
員
賛
成

○
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
蕪
城
小
学
校
の
移
転
新
築
と
北
辰
中
学
校
の
地
番
変
更

に
伴
い
位
置
の
変
更 

全
員
賛
成

○
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
中
央
公
民
館
の
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
民
工
房
う
る
わ
し
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
オ
ー
プ
ン
工
房
室
の
基
本
使
用
料
を
三
区
分
（
午
前
、
午

後
、
夜
間
）
に
変
更 
全
員
賛
成

○
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
、
あ
か
ね
保
育
所
分
園

を
開
設 

全
員
賛
成

○
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
の
統
一 

全
員
賛
成

○
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
鶴
来
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
民
営
化
に

伴
い
関
係
規
定
の
削
除 

全
員
賛
成

○
市
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
吉
野
谷
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
と
関
係
規
定

の
削
除 

全
員
賛
成

○
市
精
神
障
害
者
医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
関
係
規
定
の
改
正

　

 

全
員
賛
成

○
市
農
山
漁
村
野
外
活
動
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
内
尾
野
外
活
動
施
設
ブ
テ
ィ
ス
ト
パ
ー
ク
、
河
内
運
動

広
場
、
河
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
河
内
野
鳥
観
察
舎
ノ
ミ

レ
イ
ク
を
市
直
営
施
設
に
変
更 

全
員
賛
成

○
市
勤
労
者
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
山
島
多
目
的
広
場
の
休
業
日
及
び
利
用
料
金 

全
員
賛
成

○
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
松
任
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
白
山
石
川
広
域

事
務
組
合
に
移
管
す
る
た
め
条
例
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
財
政
調
整
基
金
を
廃
止
す
る
条
例

・
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
手
数
料
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
手
数
料
の
支
払
い
先

が
事
業
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
創
設
に
よ
る
条
例
の
廃
止 

全
員
賛
成

○
市
ふ
れ
あ
い
公
園
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
上
野
町
の
ふ
れ
あ
い
公
園
を
児
童
福
祉
施
設
へ
所
管
替

え 

全
員
賛
成

○
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
基
準
と
な
る
保
険
料
を
４
万
７
７
６
０
円
／
年（
３
９
８
０
円

／
月
）に
統
一
と
保
険
料
率
を
８
段
階
に
変
更 

賛
成
多
数

　 

事
件
処
分
案　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
件

○
白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

・
野
々
市
町
と
の
負
担
基
準
の
変
更 

全
員
賛
成

○
市
道
路
線
の
認
定（
10
路
線
）

○
市
道
路
線
の
変
更（
１
路
線
）

○
市
道
路
線
の
廃
止（
１
路
線
）

・
開
発
行
為
の
完
了
、
道
路
改
良
の
完
成
、
区
画
整
理
事

業
の
認
定
と
変
更
、
県
道
振
替 

全
員
賛
成

○
二
級
河
川
の
指
定
変
更

・
安
原
川
の
指
定
区
間
延
伸 

全
員
賛
成

○
鳥
越
農
林
水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

○
白
山
市
農
村
文
化
伝
承
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
白
山
市
山
島
多
目
的
広
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
以
上
３
件
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る 

全
員
賛
成

○
「
松
任
市
公
共
下
水
道
西
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
に
つ
い
て
」の
議
決
の
一
部
変
更

・
西
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
委
託
の
協
定
金
額
の

減
額 

全
員
賛
成

○
財
産
の
譲
渡

・
中
新
保
町
内
会
へ
共
同
墓
地
用
地
の
無
償
譲
渡 

全
員
賛
成

○
「
白
山
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
」
の
議
決
の

一
部
変
更

・
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更 

全
員
賛
成

　 

採
択
さ
れ
た
請
願

○
地
籍
調
査
に
つ
い
て　
　
　

・
公
共
事
業
の
円
滑
化
、
不
公
平
課
税
の
是
正
、
災
害
時
の
復

旧
、
住
民
・
官
民
間
の
土
地
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

地
籍
調
査
の
積
極
的
な
推
進
を
求
め
る
請
願
書 

全
員
賛
成
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市税32.6％

自主財源
41％依存財源

59%

1款 議会費0.9％

2款 総務費9.1％

3款 民生費19.3％

6款 農林水産業費2.8％
4款 衛生費12.7％

7款 商工費4.3％

分担金及び負担金2.3％
使用料及び手数料1.0％
財産収入0.8％
繰入金1.0％
繰越金0.1％
諸収入3.2％

地方譲与税3.2％
利子割交付金0.1％

地方消費税交付金2.6％
自動車取得税交付金0.6％　
地方特例交付金1.1％

地方交付税25.9％

国庫支出金7.4％
交通安全対策
特別交付金0.1％

県支出金4.4％

市債（借金）13.6％

8款 土木費16.6％

9款 消防費2.9％

10款 教育費13.7％

12款 公債費17.4％

11款 災害復旧費0.1％

13款 諸支出金0.2％

歳入（収入） 歳出（支出）

平成18年度一般会計、特別会計
合計総額 809億5,515万円

一般会計予算　447億4,000万円

市税…………………………145億6,381万円

地方譲与税…………………… 14億1,930万円

地方消費税交付金…………… 11億5,200万円

地方特例交付金……………… 4億9,100万円

地方交付税………………………… 116億万円

国庫支出金…………………… 33億   721万円

県支出金……………………… 19億6,502万円

繰入金………………………… 4億3,601万円

市債（借金）…………………… 60億9,980万円

白山麓地区情報基盤整備事業 ……… 9億5,770万円

障害者支援費　扶助費等……………… 8億1,229万円

介護保険特別会計繰出金……………… 7億9,942万円

児童手当支給事業　小学校6年生まで 8億3,633万円

放課後児童クラブ（東明ひまわりクラブ、ピノキオクラブ）建設 9,138万円

医療施設組合負担金…………………… 8億2,748万円

国民健康保険特別会計繰出金 ………5億     45万円

老人保健特別会計繰出金……………… 7億4,376万円

白山石川広域事務組合負担金　ごみ関係 16億7,679万円

松任グリーンパーク管理運営事業 …… 2億2,751万円

県営土地改良事業負担金（8地区） ……… 7,162万円

林道整備関係事業（7路線） …………… 1億5,075万円

美川・鶴来・河内・吉野谷・鳥越・尾口・白峰地域への観光施設の

管理費、事務費、広告費、委託料、助成金等 … 2億4,153万円

観光事業特別会計繰出金（保養センター清流と5つの市

営スキー場） ……………………………5億   688万円

区画整理事業（5組合） ……………… 18億2,842万円

下水道事業特別会計繰出金………… 19億9,976万円

市営相木住宅建設事業（6工区、24戸） 2億3,548万円

白山石川広域事務組合負担金　消防関係 10億8,128万円

防災マップ作成、防災訓練、防災用品備蓄等 4,503万円

中学校教科書採択・購入事業 …………… 2,130万円

広陽小・千代野小大規模改造・地震補強工事

…………………………………………… 9億9,650万円

統合小中学校建設事業　測量、調査、設計 8,100万円

小学校防音工事事業　石川小、湊小空調設備改修

…………………………………………… 1億1,540万円

千代女の里俳句館整備事業…………… 4億6,889万円

公債費元金と利子 …………………… 77億6,600万円

アスベスト対策事業費 …………………… 9,000万円

 歳入の主なもの

 歳出の主なもの
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議会費…………… 3億9,492万円

総務費………… 40億6,111万円

民生費………… 86億2,918万円

衛生費………… 56億8,471万円

労働費……………… 2,148万円

農林水産業費 12億7,584万円

商工費………… 19億1,702万円

土木費………… 74億1,471万円

消防費………… 12億9,466万円

教育費………… 61億5,219万円

災害復旧費………… 2,700万円

公債費………… 77億6,619万円

諸支出金…………… 9,100万円

予備費……………… 1,000万円

 特別会計

 歳出の分類

 ◇国民健康保険 

（事業勘定分） ……… 87億1,900万円

 歳入  国民健康保険税、国県支出金、

療養給付費交付金、共同事業

交付金、繰入金

 歳出  保険給付費 61億3,606万円

 老人保健拠出金

　　　　…………… 17億2,642万円

 介護納付金 4億8,630万円

 共同事業拠出金 1億2,785万円

 保健事業費 …… 5,471万円

（直診勘定分） ……… 2億1,200万円

 歳入  診療収入、介護サービス事業

収入、繰入金　　

 歳出  吉野谷、白峰診療所運営費

　　　　…………… 2億     32万円

 公債費　元利償還金（吉野谷、

白峰診療所分） 1,168万円

 ◇老人保健  ………95億2,814万円

 歳入  支払基金交付金、国県支出金、

繰入金

 歳出  総務費 ………… 2,377万円

 医療諸費 … 95億   426万円

 ◇介護保険  ……… 54億2,100万円

 歳入  保険料、国県支出金、支払基金

交付金、繰入金

 歳出  保険給付費 51億9,125万円

 地域支援事業 … 8,060万円

 基金積立金 ……… 444万円

 ◇墓地公苑  ……………… 451万円

 歳入  使用料及び手数料、繰入金

 歳出  施設管理 …………… 13万円

 公債元金と利子 … 438万円

 ◇湊財産区  …………… 1,296万円

 歳入  財産収入

 歳出  総務管理費 ……… 298万円

 財産管理費 ……… 998万円

 ◇観光事業  ……… 9億   925万円

 歳入  使用料及び手数料、事業収入、

県支出金、繰入金　

 歳出  金沢セイモアスキー場

　　　　………………… 9,093万円

 ふるさと保養センター清流

　　　　…………………… 847万円

 白山中宮温泉スキー場

　　　　………………… 1,400万円

 鳥越高原大日スキー場

　　　　………………… 1,449万円

 白山一里野温泉スキー場　

　　　　………………… 5,940万円

 白山白峰温泉スキー場　　

　　　　………………… 3,413万円

 公債費 …… 6億8,784万円

 ◇温泉事業  …………… 7,806万円

 歳入  分担金及び負担金、使用料及び

手数料、県支出金、繰入金、市債

 歳出  千丈温泉維持管理 145万円

 めおと岩温泉維持管理 648万円

 瀬女温泉維持管理 137万円

 一里野温泉維持管理 5,905万円

 白峰温泉維持管理 970万円

 ◇宅地造成事業  ……… 2,288万円

 歳入  財産収入　

 歳出  宅地造成事業費 …… 8万円

 公債償還元金と利子 2,280万円

 白峰地区と瀬戸地区宅地分譲事業

◇簡易水道事業 …… 3億4,773万円

 歳入  分担金及び負担金、市債、使用料及

び手数料、県支出金、繰入金、市債

 歳出  管理費 ………… 7,750万円

 建設改良費 …… 8,899万円

 公債元金と利子 1億5,419万円

 ◇水道事業  ……… 27億1,276万円

 歳入  営業収益、営業外収益、負担金

 歳出  原水及び浄水費 2億6,108万円

 配水及び給水費 1億7,623万円

 受託工事費 …… 3,620万円

 減価償却 … 3億3,264万円

 配水設備工事 9億6,615万円

 企業債償還金と利息等

　　　　…………… 5億2,517万円

 ◇工業用水道事業  …… 5,026万円

 歳入  営業収益、営業外収益、負担金

 歳出  原水及び浄水費 … 404万円

 配水及び給水費 … 338万円

 減価償却 ………… 332万円

 配水設備工事 … 1,050万円

 企業債償還金と利息等 1,350万円

 ◇下水道事業  …… 81億9,659万円

 歳入  分担金及び負担金、使用料及

び手数料、国県支出金、繰入

金、市債

 歳出  公共下水道管理費

　　　　…………… 6億   439万円

 地域下水道管理費 1,555万円

 農業集落排水管理費 7,450万円

 建設総務費 1億1,606万円

 管渠費 …… 26億4,702万円

 処理場費 … 11億1,394万円

 公債償還元金と利子

　　　　…………… 33億6,855万円

 債務負担行為 
・金城大学新学部創設補助事業費（平成

19年度～22年度まで） 1億7,000万円

・白山市松任農業公社に係る融資金に

対する損失補償（平成18年度～23年

度まで） … 4,860万円　及び利子

・市営住宅建設事業費（相木住宅6

区）（平成19年度） 2億     40万円

・白山市土地開発公社に係る融資金に

対する債務保証（公有地分）（平成

18年度） ……………………41億円

・白山市土地開発公社に係る融資金に

対する債務保証（完成土地分）（平

成18年度）　 …… 30億5,800万円

・白山市土地開発公社に係る融資金に

対する債務保証（未収金分）（平成

18年度）　 ………13億7,100万円

平成１８年第1回臨時会が平成１８年２月７日（火）に開催されました。詳細は「広報はくさん３月号」をお読み下さい。
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質
問 

平
成
19
年
に
見
直
し
の

具
体
案
を
示
し
、
白
山
市
全
体

を
網
羅
し
た
利
用
し
や
す
い

交
通
体
系
の
整
備
を
求
め
る
。

 

市
長 

松
任
地
域
に
お
い
て
は

大
幅
な
見
直
し
を
図
り
、
美
川

地
域
に
お
い
て
は
小
型
バ
ス

を
導
入
し
対
応
し
た
い
。ま
た

白
山
ろ
く
地
域
に
お
い
て
は

鳥
越
方
式
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

や
保
育
所
バ
ス
に
集
約
し
た

形
で
走
ら
せ
た
い
。ま
た
医
療

機
関
や
文
化
・
福
祉
施
設
へ
の

利
便
性
を
考
え
、
来
年
４
月
か

ら
運
行
し
た
い
。

新
工
業
団
地
の

造
成
に
つ
い
て

 

質
問 

新
工
業
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
早
期
実
現
を
図
れ
な

い
か
。

早
期
実
現
を
図
る

 

市
長 

検
討
委
員
会
を
設
け
、

市
内
数
カ
所
の
候
補
地
を
選

定
し
て
い
く
。

　

ま
た
山
ろ
く
の
活
性
化
に

向
け
、
国
道
１
５
７
号
沿
線
で

の
可
能
性
を
探
り
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

小島 文治

Ｑ 

乗
り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

バ
ス
路
線
の
再
編
を

Ａ 

検
討
委
員
会
で

 

新
体
系
確
立
へ

一般質問

新議長・副議長を選出する
議
会
人
事
に
つ
い
て

　

徳
田
巌
議
長
、
岡
田
俊
吾
副
議
長
か
ら
辞
表
が
出
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。議
長
に
村
山
一
美
氏
、

副
議
長
に
杉
本
典
昭
氏
を
選
び
ま
し
た
。

 

議
長　

村
山
一
美

《
略
歴
》

  

白
山
市
議
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

  

鶴
来
町
議
会
議
長

  

鶴
来
町
議
５
期

  

鶴
来
新
町

  

58
歳

 

副
議
長　

杉
本
典
昭

《
略
歴
》

  

白
山
石
川
医
療
施
設
組
合
議
会
議
長

  

松
任
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

  

松
任
市
議
２
期

  

徳
丸
町

  

60
歳

　

ま
た
、議
会
運
営
委
員
会
は
委
員
長
に
撫
子
順
一
氏
、委
員
に

北
村
登
氏
、寺
越
和
洋
氏
、安
田
竹
司
氏
と
な
り
ま
し
た
。

小島 文治

旭工業団地

白山市公共交通のイメージ図
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質
問 

広
大
な
市
域
の
環
境
保

全
の
た
め
、
ご
み
の
不
法
投
棄

防
止
策
を
示
せ
。

 

市
長 

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
市

全
域
に
拡
大
し
、
海
岸
や
林
道

を
中
心
に
地
域
ご
と
に
毎
月

２
回
実
施
し
て
い
る
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場

合
は
、
警
察
と
連
携
し
摘
発
を

行
っ
て
い
る
。

 
質
問 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
は
で
き
な
い
か
。

 

市
長 
安
全
上
の
問
題
も
あ

り
、
今
後
関
係
機
関
と
合
同
で

実
施
で
き
な
い
か
協
議
し
て

い
き
た
い
。

 

質
問 

犬
の
ふ
ん
害
防
止
に
つ

い
て
、市
の
対
応
を
問
う
。

 

市
長 

市
環
境
審
議
会
と
連
携

し
、
巡
回
指
導
を
行
う
な
ど
、

飼
い
主
に
マ

ナ
ー
の
遵
守
を

呼
び
か
け
、
清

潔
で
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
努

め
る
。

 

質
問 

本
市
の

条
例
に
罰
則
規

程
を
追
加
で
き

な
い
か
。

 

市
長 

市
と
し

て
特
別
な
条
例

化
は
考
え
て
い

な
い
。

交
番
設
置
に
つ
い
て

 

質
問 

鶴
来
北
部
地
区
住
民
の

安
心
安
全
の
た
め
、
同
地
区
へ

の
交
番
設
置
を
強
く
求
め
る
。

 

市
民
生
活
部
長 

市
と
し
て
今

後
と
も
交
番
の
設
置
に
つ
い

て
、
警
察
署
を
通
じ
要
望
し
て

い
く
。

 

質
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
市
民
の
足
と
し
て
医
療
施

設
・
文
教
福
祉
施
設
へ
と
つ
な

が
り
、
買
い
物
な
ど
に
も
利
用

で
き
る
。

　

今
後
は
新
市
の
広
域
的
交

流
が
行
わ
れ
る
よ
う
、「
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
」
制
度
を
活
用

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

購
入
し
、
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
有
効
な
運
用
を
図
れ
。

 

市
長 

利
用
者
に
愛
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
、

新
た
な
バ
ス
に
よ
る
新
規
路

線
の
開
設
や
小
型
化
を
進
め

る
。

　

そ
の
バ
ス
を
市
が
所
有
す

る
方
式
を
採
用
し
た
場
合
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度

を
活
用
す
る
。

 

質
問 

三
位
一
体
改
革
に
伴

い
、
本
市
の
地
方
交
付
税
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
て
い

る
。

　

合
併
特
例
債
を
大

い
に
有
効
活
用
す
べ

き
で
あ
り
、
新
年
度

予
算
案
に
ど
の
よ
う

な
形
で
表
れ
て
い
る

の
か
。ま
た
、今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

 

市
長 

新
年
度
予
算

案
に
お
け
る
合
併
特

例
債
は
、
少
子
化
対

策
事
業
を
優
先
に
、

白
山
ろ
く
の
統
合
小
中
学
校

建
設
や
、
小
学
校
改
築
な
ど
、

学
校
施
設
の
充
実
に
活
用
す

る
。

　

今
後
は
、
過
疎
債
・
辺
地
債

と
い
う
有
利
な
公
債
を
活
用

し
、
新
た
な
町
づ
く
り
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。

 

質
問 

補
助
金
は
、
市
の
施
策

推
進
の
一
翼
を
担
う
市
民
活

動
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

財
源
は
市
民
の
税
金
で
あ

り
、
無
駄
な
く
効
果
的
に
、
従

来
の
価
値
観
・
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
な
い
抜
本
的
な
補
助
金

制
度
の
見
直
し
を
行
え
。

 

市
長 

現
行
制
度
が
旧
市
町
村

の
制
度
を
準
用
し
て
お
り
、
大

幅
な
見
直
し
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。

　

地
域
格
差
も
あ
り
、
今
後
速

や
か
に
制
度
の
調
整
統
一
を

行
う
。

小川 義昭

Ｑ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
取
得
し

 

有
効
な
運
用
を
図
れ

Ａ 

来
年
４
月
に

 

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト

河原 秀昭

Ｑ 

ご
み
の

 

不
法
投
棄
防
止
を

Ａ 

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

 

市
全
域
に
拡
大
し
て
い
る

河原 秀昭

小川 義昭

林道犀鶴線登り口

鶴来北部地区に交番を
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質
問 

国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
を
中
止
せ
よ
。ま
た
、
医

師
会
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
を
呼
び
掛
け
る
な

ど
、
医
療
費
の
支
出
を
見
直
す

努
力
を
せ
よ
。

 

市
長 

医
療
費
の
伸
び
は
著
し

く
、
国
民
健
康
保
険
税
の
値
上

げ
は
や
む
を
得
な
い
。ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
は
現
在
検
討
し
て
お
り
、
医

療
機
関
と
連
携
し
、
利
用
促
進

に
努
め
た
い
。

 

質
問 

通
学
の
安
全
確
保
の
た

め
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

や「
一
戸
一
灯
運
動
」な
ど
、
地

域
の
協
力
体
制
を
再
確
認
し

て
協
力
を
広
げ
よ
。

 

市
民
生
活
部
長 

い
ず
れ
も
参

加
協
力
を
求
め
て
い
く
。

 

質
問 

「
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
公
用
車

す
べ
て
に
取
り
付
け
、
自
家
用

車
・
タ
ク
シ
ー
・
郵
便
配
達
の

車
に
も
協
力
要
請
で
き
な
い

か
。

 

市
民
生
活
部
長 

昨
年
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
市
役
所
・
学
校
・

保
育
所
・
公
民
館
・
防
犯
協
会
・

安
全
協
会
な
ど
に
配
り
協
力

を
要
請
し
た
。

　

今
後
は
郵
便
配
達
の
車
に

取
り
付
け
て
も
ら
い
、
協
力
を

求
め
た
い
。

質
問 

市
独
自
の
予
算
措
置
で

教
員
を
配
置
し
、
中
学
１
年
生

35
人
学
級
の
実
施
を
検
討
せ

よ
。ま
た
小
学
校
３
年
生
以
上

に
も
少
人
数
学
級
を
実
施
せ

よ
。

 

教
育
長 

現
在
の
教
員
配
置
の

枠
組
み
の
中
で
、
中
学
１
年
生

35
人
学
級
を
実
施
で
き
な
い

か
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。ま
た
小
学
校
３
年
生

以
上
は
、
習
熟
度
別
少
人
数
授

業
で
、
き
め
細
か
な
指
導
を
し

て
い
き
た
い
。

質
問 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
は
少
な
い
。実
効
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
、
丁
寧
な
周
知
を

図
れ
。

 

企
画
財
政
部
長 

制
度
の
周

知
に
努
め
、広
報
・
新
聞
・
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
あ
さ
が
お
テ

レ
ビ
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
広

報
手
段
を
活
用
し
て
い
く
。

 

質
問 

「
平
成
18
年
豪
雪
」
の
雪

害
に
よ
る
犠
牲
者
の
被
害
状

況
を
見
る
と
、
多
く
は
除
雪
作

業
中
、
特
に
屋
根
雪
下
ろ
し
作

業
中
に
発
生
し
て
い
る
。ま
た

白
山
ろ
く
地
域
を
み
る
と
高

齢
化
率
３
割
を
超
え
て
い
る

と
い
う
現
状
で
あ
り
、
お
年
寄

り
が
自
分
で
屋
根
の
雪
下
ろ

し
な
ど
を
行
わ
ざ
る
を
得
な

い
事
情
も
あ
る
。

　

屋
根
雪
下
ろ
し
に
対
し
て

は
、
ど
こ
ま
で
公
の
力
に
よ
る

支
援
が
適
切
な
の
か
、
ま
た
支

援
の
線
引
き
は
ど
こ
で
す
る

の
か
と
い
う
非
常
に
難
し
い

問
題
も
理
解
で
き
る
が
、
災
害

が
起
き
て
犠
牲
に
な
る
の
は

弱
者
で
あ
る
。

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

方
に
対
し
て
、
市
独
自
の
屋
根

の
雪
下
ろ
し
支
援
対
応
策
を

検
討
し
、
た
く
さ
ん
雪
が
降
っ

て
も
安
心
し
て
住
め
る
生
活

環
境
の
整
備
を
求
め
る
。

 

市
長 

現
在
、
屋
根
雪
下
ろ
し

に
対
す
る
支
援
制
度
は
な
い

が
、
今
回
の
豪
雪
に
か
ん
が

み
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

市
民
に
対
す
る
屋
根
雪
下
ろ

し
の
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
は

雪
害
対
策
の
一
環
と
し
て
検

討
す
る
。

雪
に
強
い
町
づ
く
り

 

質
問 

雪
に
強
い
町
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
消
雪
施
設
、
融
雪

施
設
、
流
雪
溝
整
備
な
ど
積
極

的
な
整
備
促
進
を
求
め
る
。

 

市
長 

整
備
を
行
う
場
合
に

は
、
取
水
や
排
雪
能
力
な
ど
課

題
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
条

件
が
解
決
で
き
る
集
落
に
お

い
て
、
地
元
と
協
議
を
行
い
、

事
業
を
進
め
る
。

携
帯
電
話
不
感
地
帯

解
消
の
対
策
促
進
を

 

質
問 

高
齢
化
の
進
む
地
域
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
早
急
な
携
帯
電
話
不
感
地

帯
の
解
消
を
求
め
る
。

 

総
務
部
長 

２
月
６
日
に
行

わ
れ
た
参
議
院
災
害
対
策
特

別
委
員
会
の
現
地
調
査
（
左
礫

町
）
の
際
、
市
長
よ
り
強
く
要

望
さ
れ
た
。

　

国
へ
平
成
19
年
度
補
助
事

業
と
し
て
の
補
助
要
望
を

行
っ
て
い
る
。

子どもを見守る地域の協力体制

南　清人

Ｑ 

屋
根
の
雪
下
ろ
し

 

支
援
対
応
策
を

Ａ 

雪
害
対
策
の
一
環
と
し
て

 

検
討
す
る

宮岸 美苗

Ｑ 

子
供
の
医
療
費
助
成
を

 

中
学
校
卒
業
ま
で
広
げ
よ

Ａ 

小
学
校
卒
業
ま
で

 

拡
大
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る

ボランティアによる屋根雪下ろし

ジェネリック医薬品の宣伝ポスター 宮岸 美苗

南　清人
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質
問 

市
長
の
合
併
２
年
目

の
意
気
込
み
を
問
う
。

 

市
長 

大
変
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
中
で
、限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
運
用
す
る
た

め
、地
域
の
自
主
性
や
事
業
の

優
先
度
・
実
効
性
を
重
視
し
、

創
意
工
夫
の
も
と
着
実
な
進

捗
を
図
る
。

 

質
問 

子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
す
る
地
域
の
取
り
組

み
を
問
う
。

 

教
育
長 

地
域
の
子
ど
も
た
ち

は
地
域
で
守
り
育
て
る
と
い

う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き

て
い
る
。

　

今
後
は
さ
ら
に
地
域
の
人

た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
自

由
に
議
論
も
で
き
る
新
し
い

組
織
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
行
政
も
一
致
協
力
し
て

頑
張
っ
て
い
く
。

 

質
問 

民
生
・
児
童
委
員
と
福

祉
推
進
委
員
の
連
携
に
よ
り
、

地
域
・
町
ぐ
る
み
で
福
祉
活
動

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

市
長 

現

在
、
松
任

地
域
の
民

生
・
児
童

委
員
の
窓

口
が
市
役

所
に
あ

り
、
こ
れ

を
社
会
福

祉
協
議
会

に
来
年
の

12
月
ま
で
に
一
本
化
す
る
よ

う
検
討
す
る
。そ
の
こ
と
に
よ

り
、民
生
・
児
童
委
員
を
要
と

し
た
地
域
福
祉
の
充
実
に
つ

な
が
る
。

 

質
問 

木
曽
街
道
の
保
存
と

伝
承
に
つ
い
て
問
う
。

 

市
長 

木
曽
街
道
の
持
つ
歴

史
や
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る

た
め
、今
後
さ
ら
に
調
査
を
進

め
、歴
史
街
道
と
し
て
の
保
存

方
法
や
歴
史
街
道
に
ふ
さ
わ

し
い
道
路
整
備
を
県
に
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
こ
う
し
た
貴
重
な
文

化
資
産
を
後
世
に
残
し
て
い

く
た
め
に
も
、研
究
と
同
時
に

調
査
を
行
い
、ま
た
市
民
が
分

か
る
よ
う
表
示
を
行
い
、こ
の

道
路
を
白
山
市
の
歴
史
的
な

文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
こ

と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

質
問 

こ
の
冬
の
大
雪
で
、
支

所
が
地
域
の
住
民
や
雪
害
の

状
況
を
把
握
し
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
た
め
、

支
所
を
活
用
し
て
地
域
を
活

性
化
せ
よ
。

 

市
長 

各
支
所
が
地
域
を
把
握

し
、
住
民
み
ん
な
の
協
力
で
地

域
を
守
れ
る
よ
う
、
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
支
所
が
本
庁
と
連

携
を
取
り
、
お
互
い
協
力
し
て

い
け
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

 

質
問 

石
川
県
の
重
要
な
水
が

め
で
あ
る
手
取
川
、
そ
の
水
源

地
保
全
の
た
め
に
は
森
林
整

備
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
財
源

の
確
保
を
県

に
強
く
働
き

か
け
よ
。

 

市
長 

県
民

全
体
で
森
林

を
支
え
て
い

く
必
要
性
を

訴
え
、
新
規

財
源
が
確
保

さ
れ
る
よ

う
、
今
後
も

運
動
を
展
開

し
て
い
き
た

い
。

 

質
問 

地
下
水
の
過
剰
な
使
用

が
、
地
盤
沈
下
な
ど
の
被
害
を

も
た
ら
す
が
、
地
下
水
の
管
理

は
で
き
て
い
る
の
か
。

 

市
民
生
活
部
長 

石
川
県
の
資

料
に
よ
る
と
、
地
下
水
量
は
ほ

ぼ
一
定
で
あ
り
、
ま
た
揚
水
量

は
平
成
４
年
と
比
べ
る
と
約

10
％
減
少
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
県
の
揚
水
調
査
、

節
水
・
合
理
化
の
指
導
に
協
力

し
、地
下
水
保
全
に
努
め
る
。

 

質
問 

合
併
後
わ
ず
か
１
年
で

新
市
の
町
づ
く
り
計
画
や
財

政
計
画
が
見
直
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、な
ぜ
か
。

 

市
長 

国
の
三
位
一
体
改
革
に

伴
い
、
白
山
市
に
お
い
て
も
、

合
併
当
初
よ
り
厳
し
い
財
政

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

合
併
協
議
会
に
お
い
て
認

め
ら
れ
た
財
政
計
画
も
見
直

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

北山　進

Ｑ 

森
林
整
備
・
水
源
地
保
全
を

 

県
に
働
き
か
け
よ

Ａ 

白
山
市
と
し
て

 

県
に
強
く
要
望
し
て
ゆ
く

藤田 政樹

Ｑ 

歴
史
街
道（
木
曽
街
道
）の

 

保
存
と
伝
承
に
つ
い
て

Ａ 

木
曽
街
道
が
持
つ

 

歴
史
・
伝
統
文
化
を
調
査
・
研
究

ダムより水源地を望む

子どもたちの通学風景

藤田 政樹

北山　進
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質
問 

合
併
後
１
年
の
間
で

財
政
の
厳
し
い
現
状
が
徐
々

に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

財
政
の
硬
直
化
を
防
ぐ
た

め
、
行
財
政
改
革
大
綱
の
中

身
を
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

歳
出
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
の
大
き
さ
か
ら
見
て
、

職
員
数
は
10
年
後
に
７
０
０

人
に
ま
で
減
ら
す
べ
き
だ

が
、
な
ぜ
８
５
０
人
体
制
で

い
い
の
か
。

 

市
長 

合
併
協
議
会
で

８
５
０
人
体
制
を
決
定
し
て

お
り
、
行
財
政
改
革
戦
略
会

議
か
ら
も
同
じ
答
申
を
得
て

い
る
の
で
、
そ
の
方
向
で
考

え
て
い
る
。

 

質
問 

非
常
勤
・
臨
時
職
員
に

つ
い
て
も
削
減
目
標
を
設
定

す
べ
き
だ
。

 

市
長 

旧
松
任
市
は
臨
時
職

員
を
多
く
採
用
し
て
お
り
、

当
時
の
職
員
数
は
県
内
自
治

体
で
一
番
少
な
か
っ
た
。類

似
団
体
と
比
べ
て
当
市
の
職

員
・
臨
時
職
員
数
が
多
い
の

は
、
８
自
治
体
に
よ
る
合
併

と
保
育
所
の
ほ
と
ん
ど
が
公

立
と
い
う
特
殊
な
要
因
に
よ

る
。

　

ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
要
望
も

多
い
の
で
削
減
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。保
育

所
の
民
営
化
・
民
間
委
託
を

推
進
し
、
削
減
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

 

質
問 

今
の
ま
ま
だ
と
12
年

後
の
白
峰
・
尾
口
・
吉
野
谷
地

域
の
中
学
新
入
生
が
４
、５

人
に
な
る
。ま
た
同
じ
時
期

に
、
鳥
越
中
学
校
の
新
築
問

題
が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
が

見
え
て
い
る
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
だ
け

で
な
く
、
極
端
に
少
な
く
な

る
地
域
の
子
供
た
ち
が
す

く
す
く
と
成
長
で
き
る
よ
う

に
、
総
合
的
な
教
育
効
果
も

考
え
、
こ
の
３
地
区
だ
け
で

の
中
学
校
統
合
を
や
め
、
５

地
区
で
１
校
に
統
合
す
る
よ

う
に
再
考
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

教
育
長 
長
期
的
に
は
山
ろ

く
地
区
の
中
学
校
は
１
校
が

理
想
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
答
申
に
沿
っ
て
こ
の
３
地

区
で
の
統
合
中
学
校
の
建
設

を
進
め
て
い
く
。

　

生
徒
数
が
少
な
く
て
成
り

立
た
な
い
部
活
・
生
徒
会
活

動
等
は
、
他
校
の
中
学
生
と

の
交
流
を
進
め
て
い
く
。

 

質
問 

郊
外
型
の
大
規
模
店
進

出
の
た
め
、
地
方
都
市
の
中
心

商
店
街
は
元
気
を
な
く
し
て

い
る
。

　

旧
松
任
市
の
町
並
み
整
備

も
先
の
活
性
化
策
は
見
え
な

い
。行
政
は
ど
の
よ
う
な
基
本

ス
タ
ン
ス
で
対
応
す
る
の
か
。

 

市
長 

基
本
は
市
民
の
活
動
で

あ
る
。全
国
の
例
を
見
て
も
商

店
街
の
皆
さ
ん
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
は
成
功
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
創
意
工
夫
で

活
性
化
に
取
り
組
む
商
店
街

に
は
積
極
的
に
支
援
す
る
。

 

質
問 

商
店
街
に
注
目
さ
れ

る
拠
点
施
設
が
あ
れ
ば
周
辺

店
舗
へ
の
波
及
効
果
も
生
ま

れ
る
。そ
れ
が
地
域
の
文
化
や

伝
統
産
業
に
関
わ
れ
ば
、
よ
り

意
義
が
あ
る
。旧
松
任
市
に
は

「
松
任
染
め
」
が
あ
っ
た
。な
ん

ら
か
の
形
で
事
業
の
復
活
が

な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
商
品
開

発
が
で
き
る
よ
う
支
援
で
き

な
い
か
。

 

産
業
部
長 

後
継
者
の
い
な
い

今
日
、
商
品
開
発
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。

　

今
後
は
藍
染
め
塾
な
ど
の

講
習
会
が
市
民
工
房
を
活
用

し
て
で
き
る
よ
う
検
討
し
、
中

心
商
店
街
の
活
性
化
に
も
つ

な
げ
た
い
。

 

質
問 

県
が
、
中
学
１
年
生
35

人
以
下
学
級
実
現
の
意
向
を

示
し
た
が
、
現
行
の
教
員
数
で

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

県
が
少
人
数
学
級
の
意
義

を
認
め
た
こ
と
は
評
価
し
、
実

現
に
向
け
県
に
条
件
整
備
を

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

教
育
長 

県
に
は
教
員
配
置
の

要
望
書
を
提
出
し
強
く
働
き

か
け
て
お
り
、
来
年
度
の
実
施

に
向
け
て
課
題
点
を
整
理
し

積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

 

質
問 

検
討
さ
れ
て
い
る
「
子

ど
も
の
権
利
条
例
」
と
関
連

し
、
子
ど
も
の
救
済
の
た
め

「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
」

を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
る
。

 

教
育
長 

「
困
っ
て
い
る
子
ど

も
を
助
け
て
く
れ
る
人
」
と
い

う
認
識
の
元
、
国
内
自
治
体
で

も
制
度
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

現
行
の
教
育
セ
ン
タ
ー
や

要
支
援
児
童
対
策
地
域
協
議

会
と
連
携
し
な
が
ら
体
制
の

充
実
を
図
り
た
い
。

古河 尚訓

Ｑ 

中
心
商
店
街
活
性
化
へ

 

行
政
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は

Ａ 

創
意
工
夫
で
取
り
組
む

 

商
店
街
に
は
支
援
し
た
い

水上 俊明

Ｑ 

職
員
数
の
削
減
を

 

前
倒
し
す
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ 

前
倒
し
し
な
く
て
も

 

目
標
は
達
成
で
き
る

水上 俊明

古河 尚訓ブランド名「はくさん小町」を立ち上げての商品展示会
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観
光
施
策
に
つ
い
て

 

質
問 

①
瀬
戸
丸
山
公
園
で
蛍

が
乱
舞
す
る
こ
ろ
、
道
の
駅
瀬

女
を
中
心
に
蛍
祭
り
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

②
雪
の
降
る
地
域
に
お
け
る

雪
の
降
る
季
節
な
ら
で
は
の

「
ホ
ワ
イ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

銘
打
っ
た
事
業
の
創
設
を
提

案
す
る
。

③
太
平
洋
側
や
都
会
の
繁
華

街
な
ど
で
、
雪
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
白
山
市
を

Ｐ
Ｒ
せ
よ
。

 

市
長 

①
白
山
市
全
域
で
蛍

が
乱
舞
で
き
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
が
夢
で
あ
り
、
理
想
で
あ

る
。蛍
祭
り
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
に
ぎ
わ
い
創
出
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

②
白
山
ろ
く
の
冬
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。

③
雪
を
積
極
的
に
活
用
し
、
観

光
振
興
の
糧
と
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

家
族
特
別
優
待
券
に
つ
い
て

 

質
問 

市
内
の
文
化
施
設
を

市
民
全
員
が
無
料
で
入
館
で

き
る
よ
う
「
文
化
施
設
フ
ァ
ミ

リ
ー
特
別
優
待
券
」
を
、
千
代

女
の
里
俳
句
館
の
オ
ー
プ
ン

を
機
に
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

 

教
育
部
長 

歴
史
・
伝
統
・
文
化

を
身
近
に
学
べ
る
文
化
施
設

の
利
用
促
進
の
た
め
、
対
象
施

設
や
配
布
方
法
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
に
入
り
た
い
。

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
に
つ
い
て

 
質
問 

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
の

通
行
料
金
の
無
料
化
・
低
額
化

と
、
開
閉
時
期
の
見
直
し
を
関

係
機
関
へ
働
き
か
け
よ
。

 

産
業
部
長 

通
行
料
の
減
額
お

よ
び
供
用
期
間
に

つ
い
て
は
、
今
後

と
も
石
川
・
岐
阜

両
県
並
び
に
石
川

県
農
林
業
公
社
に

要
望
し
て
い
き
た

い
。

 

そ
の
他
の
質
問 

白
山
ろ
く
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
導
入
を

提
案
し
た
。

基
金
を
早
く
創
設
し
た
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か

 

質
問 

国
の
政
策
も
合
併
後

に
な
に
か
と
変
更
さ
れ
て
い

る
。
３
年
間
で
交
付
の
補
助

金
も
残
額
は
10
年
間
と
交
付

要
件
が
勝
手
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。

　

基
金
も
今
後
ど
う
な
る
か

不
確
定
で
あ
り
、
早
い
う
ち

に
創
設
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

借
金
の
返
済
計
画
を
に
ら
ん
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る

 
市
長 

合
併
特
例
債
を
利
用

す
る
と
金
利
負
担
も
加
わ
っ

て
く
る
。平
成
21
年
度
に
20
億

円
、
平
成
23
年
度
に
10
億
円
、

平
成
24
年
度
に
10
億
円
を
積

み
立
て
る
予
定
。

　

今
後
、
財
政
状
況
を
踏
ま

え
で
き
る
だ
け
慎
重
に
短
期

に
合
併
特
例
債
を
基
金
と
し

て
創
設
し
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

身
近
な
支
所
で

行
う
べ
き
で
は
な
い
か

 

質
問 

行
財
政
改
革
で
本
庁

方
式
に
早
々
と
移
行
す
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
住

民
に
身
近
な
支
所
を
充
実
さ

せ
、
地
方
分
権
の
趣
旨
に
合

致
す
る
総
合
支
所
方
式
を
充

実
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

支
所
を
主
体
と
し
た

地
域
の
守
り
を
大
切
に
し
て
い
く

 

市
長 

行
財
政
改
革
の
中
で

組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行

い
、
配
置
に
つ
い
て
も
再
検

討
し
組
織
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
よ
り
効
率
的
な
市
政
運

営
を
目
指
し
て
い
く
。

　

支
所
長
に
は
そ
れ
な
り
の

権
限
を
持
た
せ
て
あ
り
、
今

後
も
住
民
に
分
か
り
や
す
い

庁
舎
と
し
て
い
く
。

「
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
」の

今
年
の
予
定
は

 

質
問 

市
長
の
地
域
懇
談
会

「
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
」
の

今
後
の
開
催
予
定
は
。

 

市
長 

平
成
18
年
度
は
鶴
来

３
地
区
、
美
川
２
地
区
を
予

定
し
て
い
る
。平
成
19
年
度

に
は
鶴
来
２
地
区
、
美
川
１

地
区
、
松
任
２
地
区
を
予
定

し
て
い
る
。

村本 一則

Ｑ 

特
例
債
で
の

 

基
金
40
億
円
創
設
は
い
つ
か

Ａ 

財
政
状
況
を
踏
ま
え

 

検
討
す
る

清水 芳文

Ｑ 

「
文
化
施
設
フ
ァ
ミ
リ
ー　

 
 

特
別
優
待
券
」の
発
行
を

Ａ 

対
象
施
設
、配
布
方
法
の

 

具
体
的
な
検
討
に
入
る

清水 芳文

村本 一則

白山スーパー林道「景色は最高、しかし通行料が高い」
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質
問 

現
在
、
出
産
に
か
か
る

費
用
は
、
妊
娠
中
の
定
期
健

診
、
入
院
・
分
娩
な
ど
総
額
で

60
万
円
を
超
え
、
さ
ら
に
紙
お

む
つ
、
ミ
ル
ク
代
な
ど
に
月

１
万
円
ほ
ど
か
か
り
、
経
済
的

支
援
は
必
要
で
あ
る
。

　

地
元
商
店
街
の
活
性
化
も

図
れ
る
地
域
振
興
券
の
支
給

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

市
長 

平
成
18
年
度
よ
り
児
童

手
当
、
出
産
育
児
一
時
金
が
順

次
拡
大
さ
れ
る
の
で
、
研
究
し

て
い
く
。

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を

無
料
に
せ
よ

 

質
問 

市
は
３
人
同
時
入
所

で
、
２
人
目
半
額
、
３
人
目
１

割
負
担
と
し
て
い
る
。県
内
で

は
ほ
と
ん
ど
３
人
目
は
無
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
山
市
も

同
様
に
無
料
に
せ
よ
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

 

市
長 

３
人
同
時
入
所
に
係
る

保
育
料
の
さ
ら
な
る
軽
減
を

検
討
す
る
。

住
宅
建
築
奨
励
金
制
度
を

設
け
よ

 

質
問 

本
市
は
今
後
、
北
陸
新

幹
線
の
車
両
基
地
建
設
や
16

番
目
の
工
業
団
地
造
成
を
控

え
て
お
り
、
人
口
増
加
が
期
待

さ
れ
る
。ま
た
金
沢
外
環
状
道

路
の
整
備
に
伴
い
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
化
す
る
傾
向
に
も
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
を
充
実
し
、
市

外
か
ら
流
入
す
る
若
い
世
帯

の
定
住
化
を
促
進
せ
よ
。

ま
ず
、住
環
境
を
提
供
す
る

 

市
長 

白
山
ろ
く
地
域
に
は
既

に
制
度
を
設
け
て
い
る
。平
野

部
で
も
市
外
か
ら
の
移
住
を

進
め
る
こ
と
は
市
政
発
展
の

た
め
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
現

在
松
任
地
域
、
鶴
来
地
域
で
宅

地
造
成
を
進
め
て
い
る
。

小
学
校
の
ト
イ
レ
掃
除
は

児
童
自
身
が
行
う
よ
う
指
導
せ
よ

質
問 

ト
イ
レ
掃
除
は
し
つ
け

で
あ
り
、
愛
校
精
神
を
は
ぐ
く

む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 

教
育
長 

教
育
的
意
義
か
ら

も
、
該
当
校
に
対
し
指
導
す

る
。

 

質
問 

平
成
18
年
豪
雪
の
、
あ

の
痛
ま
し
い
雪
害
が
二
度
と

起
き
る
こ
と
が
な
い
よ
う
願

い
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
進
む

旧
尾
口
村
、
吉
野
谷
村
、
鳥
越

村
、
河
内
村
の
屋
根
融
雪
装
置

の
設
置
補
助
金
50
万
円
を
、
旧

白
峰
村
の
１
０
０
万
円
と
同

額
に
す
る
よ
う
見
直
し
を
行

え
。

 

市
長 

雪
害
の
状
況
や
地
域
の

高
齢
化
な
ど
を
考
え
、
ま
た
各

地
域
の
屋
根
融
雪
装
置
の
普

及
率
や
、
要
望
状
況
を
勘
案
し

て
制
度
の
見
直
し
を
行
う
。

将
来
の
統
合
小
中
学
校
の

整
備
計
画
は

 

質
問 

白
山
ろ
く
全
体
の
学
校

整
備
は
中
学
校
１
校
、
小
学
校

２
校
が
理
想
的
だ
と
い
う
こ

と
だ
が
、
統
合
小
中
学
校
を
建

設
し
た
10
年
後
、
15
年
後
の
整

備
計
画
を
確
認
し
た
い
。

　

ま
た
過
疎
化
が
進
む
中
、
新

し
い
住
民
を
誘
致
す

る
施
策
を
問
う
。

10
カ
年
計
画
に

基
づ
き
整
備
推
進

 

市
長 

将
来
は
中
学

校
１
校
、
小
学
校
２

校
が
理
想
と
考
え
て

い
る
。
白
山
市
学
校

統
合
検
討
委
員
会
で

策
定
さ
れ
た
改
築
10
カ
年
計

画
に
基
づ
き
整
備
推
進
し
て

行
き
た
い
。

　

今
後
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
定
住
化
施
策
や
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
を
十
分
に
勘
案

し
て
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

目
指
す
。

私たち３人姉妹です

前多 喜良

Ｑ 

白
山
ろ
く
屋
根
融
雪
装
置
の

 

補
助
金
見
直
し
を

Ａ 

制
度
の
見
直
し
を

 

前
向
き
に
検
討

宮中 郁恵

Ｑ 

出
産
祝
金
を
支
給
せ
よ

Ａ 

今
後
研
究
し
た
い

策
定
さ
れ
た
改
築
10
カ
年
計

画
に
基
づ
き
整
備
推
進
し
て

行
き
た
い
。

　

今
後
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
定
住
化
施
策
や
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
を
十
分
に
勘
案

し
て
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

目
指
す
。

宮中 郁恵

前多 喜良

倒壊家屋

尾口小中学校
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質
問 

公
立
保
育
所
・
幼
稚
園

の
公
設
民
営
化
を
推
進
し
、
人

件
費
の
抑
制
を
図
り
、
財
政
改

革
を
進
め
よ
。

 

市
長 

役
割
を
明
確
に
し
、
運

営
方
法
の
見
直
し
を
図
り
な

が
ら
、
今
年
度
か
ら
民
営
化
を

進
め
た
い
。

 

質
問 

市
内
の
上
下
水
道
料
金

が
、
旧
自
治
体
ご
と
に
統
一
さ

れ
て
い
な
い
の
で
早
急
に
適

正
化
を
せ
よ
。

 

市
長 

近
々
、
上
下
水
道
料
金

平
準
化
検
討
委
員
会
を
設
け
、

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
に
資

す
る
料
金
体
系
を
策
定
す
る
。

 

質
問 

耐
震
強
度
偽
装
問
題
事

件
に
よ
り
、
本
市
も
民
間
委
託

で
な
く
行
政
で
建
築
確
認
業

務
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
建

築
主
事
や
一
級
建
築
士
の
数

や
技
術
力
を
再
確
認
し
て
、
職

員
の
配
置
を
行
え
。

 
市
長 

本
市
の
場
合
、
建
築
主

事
を
置
く
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
る
。
国
の
動
向
を
見
極

め
、
県
と
協
議
の
上
、
慎
重
に

体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

 

質
問 

職
員
の
能
力
や
実
績
に

応
じ
た
昇

給
制
度
を

真
剣
に
考

え
る
べ
き

で
あ
り
、

こ
れ
が
職

員
の
や
る

気
に
つ
な

が
る
こ
と

は
明
白
で

あ
る
。
民

間
で
は
当

然
の
こ
と

で
あ
り
、

市
の
対
応

を
聞
く
。

 

助
役 

新
年
度
よ
り
人
事
評
価

制
度
に
移
行
し
、
職
員
の
意
識

改
革
と
職
場
環
境
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
努
力
し
て
い
き

た
い
。

 

質
問 

市
場
化
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、
政
府
は
２
月
10
日
「
競

争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律

（
案
）」を
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
法
案
が
実
施
さ
れ
る

と
、「
市
役
所
の
業
務
の
多
く

が
民
間
委
託
さ
れ
、
市
役
所
１

階
の
窓
口
は
な
く
な
る
」
と
学

者
・
研
究
家
の
間
で
言
わ
れ
て

い
る
。

　

窓
口
業
務
を
は
じ
め
税
関

係
業
務
の
民
間
委
託
に
対
し
、

市
民
・
職
員
の
間
に
守
秘
義
務

の
面
で
の
不
安
の
声
が
あ
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

で
あ
る
市
民
の
意
見
を
聞
く

必
要
が
大
い
に
あ
る
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト

削
減
・
質
の
向
上
・
地
域
産
業

の
活
性
化
と
い
う
点
で
は
理

解
で
き
る
が
、
慎
重
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
。

　

民
間
委
託
の
範

囲
は
各
自
治
体
で

判
断
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
問
う
。

 

市
長 

市
場
化
テ
ス

ト
法
案
に
つ
い
て

は
、
今
は
賛
成
で
き

な
い
。個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
大

変
問
題
が
あ
る
。何

で
も
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
に
は
危
険
性
が
伴

う
。

 

質
問 

国
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
考
え
た
場
合
、
合
併
後
10
年

間
（
実
質
９
年
間
）
利
用
で
き

る
合
併
特
例
債
に
対
し
て
、
国

の
助
成
が
継
続
さ
れ
る
の
か

疑
問
だ
。

 

市
長 

多
く
の
自
治
体
が
制
度

を
信
じ
、
国
は
約
束
を
破
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
状
況
を

見
て
、
40
億
円
を
基
金
に
積
み

立
て
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

質
問 

平
成
18
年
度
予
算
編
成

に
お
い
て
緊
縮
・
縮
小
に
ず
い

ぶ
ん
苦
慮
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

財
源
を
確
保
す
る
収
入
の
部

分
は
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

企
画
財
政
部
長 

広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
封
筒
な
ど
へ
の
広

告
掲
載
を
検
討
し
、
実
施
に
向

け
た
取
扱
要
領
の
策
定
に
取

り
組
む
。

本庁の窓口業務

竹田 伸弘

Ｑ 

市
場
化
テ
ス
ト
は

 

慎
重
に
す
べ
き
と
思
う
が
？

Ａ 

法
案
に
つ
い
て
、

 

今
は
賛
成
で
き
な
い

撫子 順一

Ｑ 

行
財
政
改
革
を

 

早
急
に
進
め
よ

Ａ 

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い

撫子 順一

竹田 伸弘

行政改革が期待される白山市
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金
城
大
学
新
学
部
創
設
補
助
事
業

 
質
問 

４
年
制
大
学
創
設
時
に
も
助
成
し

て
い
る
が
、費
用
対
効
果
は
。

 
答
え 
平
成
12
年
に
金
城
大
学
社
会
福
祉

学
部
が
創
設
さ
れ
、
健
康
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業
に
数
多
く
の
提
案
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

今
回
は
、
理
学
療
法
士
の
育
成
を
目
的

と
す
る
新
学
部
の
設
置
を
助
成
す
る
も

の
で
、
大
学
の
試
算
で
は
42
億
円
の
効
果

が
見
込
ま
れ
る
と
の
計
画
。

親
善
友
好
都
市
交
流
事
業

 

質
問 　

陽
市
お
よ
び
南
京
大
学
附
属
中

学
校
と
の
交
流
事
業
は
、
今
後
も
続
け
る

の
か
。

 

答
え 

平
成
17
年
度
は　

陽
市
と
作
品
交

流
を
行
い
、
南
京
大
附
属
中
と
は
学
生
の

派
遣
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。隣
接
す
る
都

市
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の
意
向
を

確
認
し
積
極
的
に
交
流
事
業
を
進
め
た

い
。

合
併
市
町
村
補
助
金

 

質
問 

合
併
し
た
市
町
村
に
対
し
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
補
助
金
残
額
は
、
10
年
間
で

均
等
な
金
額
が
交
付
さ
れ
る
の
か
。

 

答
え 

こ
の
補
助
金
は
、
３
月
補
正
予
算

で
旧
法
務
局
松
任
出
張
所
用
地
を
購
入

す
る
財
源
に
充
て
て
お
り
、
平
成
17
年
度

で
は
約
５
億
円
交
付
さ
れ
た
。残
り
の
約

３
億
円
は
、
分
割
で
均
等
で
な
く
交
付
さ

れ
る
。

市
税
収
入

 

質
問 

市
民
税
が
緩
や
か
に
増
加
し
、
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る
が
、
固
定
資
産

税
で
の
法
人
と
個
人
の
内
訳
は
。

 

答
え 

法
人
は
２
０
５
８
件
で
48
億
６
３

４
８
万
円
、
個
人
は
４
万
２
９
８
２
件
で

35
億
５
０
５
０
万
円
。

 

意
見 

自
主
財
源
の
安
定
的
確
保
の
た

め
、
白
山
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
企
業
の

誘
致
推
進
を
望
む
。

予
算
の
繰
り
越
し

 

質
問 
北
陸
新
幹
線
建
設
事
業
の
市
負
担

金
な
ど
平
成
17
年
度
で
終
わ
ら
ず
に
繰

り
越
し
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
理
由
は
。

 

答
え 

豪
雪
の
た
め
に
遅
延
し
た
も
の

で
、
発
注
が
遅
れ
た
り
、
工
期
が
足
り
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

市
職
員
の
給
与
改
正

 

質
問 

職
員
の
給
料
が
４
・
８
％
引
き
下

げ
に
な
る
が
、
昇
給
は
勤
務
評
価
に
応
じ

て
行
わ
れ
る
の
か
。

 

答
え 

年
２
回
勤
務
評
定
を
行
っ
て
き
た

が
、
平
成
18
年
度
よ
り
目
標
管
理
制
度
を

導
入
し
、
そ
の
達
成
度
に
つ
い
て
も
評
価

し
て
い
き
た
い
。

 

意
見 

評
価
を
昇
給
や
勤
勉
手
当
に
的
確

に
反
映
さ
せ
て
、
職
員
の
意
識
高
揚
に
つ

な
げ
ら
れ
た
い
。

総務企画常任委員会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

 

質
問 

施
設
の
建
設
が
児
童
数
50
人
、80
人

規
模
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。少
人
数
学
級

が
言
わ
れ
て
い
る
中
、
今
後
問
題
に
な
ら

な
い
か
。

 

答
え 

施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、保
護

者
会
と
協
議
し
て
い
る
。学
童
保
育
は
学

校
と
は
違
う
柔
軟
な
対
応
を
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
１
校
区
１
ク
ラ
ブ
体
制

を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

質
問 

今
後
の
施
設
建
設
計
画
を
示
せ
。

 

答
え 

広
陽
小
学
校
の
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
、

松
陽
小
学
校
の
松
陽
コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ
、

石
川
小
学
校
の
石
川
つ
く
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

を
整
備
し
た
い
。山
ろ
く
地
域
に
つ
い
て

は
既
存
の
保
育
所
を
利
用
し
た
い
。

健
康
診
査
事
業

 

質
問 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
あ
ま
り
効
果
が
な

い
と
す
る
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
今
後

の
対
応
を
示
せ
。

　

ま
た
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
に

も
努
め
て
ほ
し
い
。

 

答
え 

専
門
の
医
師
を
配
置
す
る
。

 

質
問 

一
般
検
診
と
が
ん
検
診
だ
が
、同
時

に
受
診
で
き
る
自
治
体
が
あ
る
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
取
り
組
め
な
い

か
。

 

答
え 

山
ろ
く
地
域
で
は
集
団
検
診
で
一

緒
に
行
っ
て
い
る
。そ
の
他
の
地
域
で
も

一
部
行
っ
て
い
る
。物
理
的
に
困
難
な
面

も
あ
る
が
、今
後
検
討
し
た
い
。

わ
く
ワ
ー
ク
体
験
事
業

 

質
問 

ニ
ー
ト
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
現

状
で
は
、
若
者
の
就
労
意
欲
を
醸
成
す
る

た
め
中
学
生
に
対
す
る
教
育
は
必
要
だ
。

　

県
事
業
と
し
て
３
日
間
実
施
し
て
い
る

が
、さ
ら
な
る
市
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
。

 

答
え 

事
業
の
意
義
は
大
き
く
、
体
験
日

数
を
増
や
す
な
ど
今
後
拡
大
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て

 

意
見 

補
助
事
業
の
中
で
、
前
年
度
実
績

に
合
わ
せ
予
算
を
編
成
し
た
事
業
が
あ
る

が
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
に
よ
る
実
績
減

に
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
。

 

意
見 

ジ
ュ
ニ
ア
競
技
向
上
育
成
事
業
に

水
泳
や
ス
キ
ー
な
ど
５
競
技
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
他
の
競
技
と
不
公
平
に

な
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
。

文教福祉常任委員会

4月1日オープンした放課後児童クラブ「蕪城あさがおクラブ」
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
対
策
事
業

 
質
問 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

は
、町
内
会
一
斉
で
行
っ
て
い
る
が
、発

生
し
た
と
こ
ろ
を
防
除
す
る
よ
う
な
、

よ
り
効
果
の
あ
る
方
法
に
で
き
な
い

か
。

 

答
え 

発
生
し
や
す
い
６
月
か
ら
７

月
、８
月
か
ら
９
月
と
２
回
に
分
け
、期

間
を
定
め
て
希
望
す
る
町
内
会
に
防
除

機
械
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
卵
や
幼
虫
の
時
期
に
行
う
と

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
生
の
予
察

情
報
に
よ
り
適
期
を
的
確
に
で
き
る
だ

け
早
く
町
内
会
に
知
ら
せ
て
い
き
た

い
。

 

意
見 

よ
り
効
果
の
あ
る
方
法
の
検
討

を
望
む
。

工
場
等
誘
致
対
策
助
成
事
業

 

質
問 

平
成
17
年
度
の
実
績
を
示
せ
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
１
社

分
だ
け
だ
が
、見
込
み
は
ど
う
か
。

 

答
え 

こ
の
助
成
金
は
、
市
内
に
企
業

が
進
出
し
た
際
、
土
地
を
２
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
取
得
、
あ
る
い
は
建

物
を
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

新
築
・
増
築
し
た
場
合
、
投
資
額（
限
度

１
億
円
）
の
５
％
を
助
成
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

平
成
17
年
度
は
、土
地
で
は
６
社
、建

物
で
は
４
社
が
対
象
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。あ
と
松
任
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー

ク
に
９
区
画
、
美
川
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

に
約
６
５
０
０
坪
の
用
地
が
あ
り
、
現

在
鋭
意
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
事
業
に
つ
い
て
 

意
見 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
改
訂
に
合
わ
せ

て
各
課
の
サ
イ
ト
も
一
新
し
、
本
市
の

施
策
や
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
発
信
す

る
な
ど
内
容
の
充
実
を
望
む
。

 

意
見 

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
、
地

元
住
民
に
対
し
て
の
事
前
説
明
を
十
分

に
行
い
、理
解
を
得
た
上
で
、順
次
進
め

よ
。

 

意
見 

全
般
に
お
い
て
、
財
政
事
情
が

厳
し
い
中
、
単
に
事
業
を
継
続
的
に
行

う
の
で
は
な
く
、
事
業
内
容
の
精
査
を

望
む
。

生活経済常任委員会

道
路
橋
り
ょ
う
管
理
費
と

新
設
改
良
費

安
全
な
市
道
・
区
道
の
た
め
の
管
理
、改

良
工
事
、
舗
装
工
事
、
設
計
委
託
、
用
地

取
得
、除
雪
関
係
な
ど
。

 

質
問 

歩
道
除
雪
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
を
、
限
定
さ
れ
た
地
域
だ
け
で
な

く
他
地
域
で
の
運
用
も
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

 

答
え 

基
本
的
に
は
地
域
外
へ
の
運
用

は
考
え
て
い
な
い
が
、
雪
道
計
画
の
策

定
作
業
を
今
後
行
う
予
定
で
あ
り
、
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
き
考
え
る
。

 

質
問 

山
ノ
庄
矢
頃
島
線
道
路
改
良
事

業
の
事
業
箇
所
を
示
せ
。

 

答
え 

井
口
森
島
線
と
の
交
差
点
か
ら

矢
頃
島
町
地
内
の
加
賀
産
業
道
路
と
の

交
差
点
ま
で
。

手
取
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
事
業

 

質
問 

手
取
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ト
マ
ッ
プ

策
定
の
地
域
を
示
せ
。

 

答
え 

浸
水
地
域
は
公
表
済
み
で
あ

る
。鶴
来
地
域
の
一
部
と
松
任
・
美
川
地

域
が
浸
水
区
域
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
の

避
難
路
等
の
内
容
で
あ
る
。

都
市
公
園
と
市
民
公
園
管
理
費

 

質
問 

運
動
公
園
土
地
借
り
上
げ
料
の

借
地
の
筆
数
と
面
積
、坪
単
価
を
示
せ
。

 

答
え 

55
筆
、
４
万
５
４
９
０
㎡
、

５
８
０
円
／
坪
で
す
。

 

質
問 

白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
管

理
の
方
法
と
市
の
負
担
を
示
せ
。

 

答
え 

県
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
市

が
受
託
し
管
理
す
る
。市
の
持
ち
出
し

は
な
い
。今
後
地
域
の
人
た
ち
に
も
協

力
を
願
う
。

住
宅
管
理
費

市
営
相
木
住
宅
建
設
費（
６
工
区
、
４
階

建
て
24
戸
）２
億
３
５
４
８
万
円

 

質
問 

市
営
住
宅
の
有
料
駐
車
場
の
駐

車
料
金
を
示
せ
。ま
た
入
居
１
戸
１
台

の
基
準
か
。

 

答
え 

基
本
は
、
３
０
０
０
円
で
あ
る

が
、
白
山
ろ
く
は
少
し
安
い
。駐
車
場
２

台
を
希
望
す
る
入
居
者
が
い
る
場
合
、

弾
力
的
な
運
営
を
し
て
い
る
。

 

質
問 

市
営
住
宅
の
駐
車
料
金
が
、
周

辺
の
民
間
駐
車
場
と
比
較
す
る
と
適
正

か
疑
問
で
あ
る
。ま
た
、
２
台
目
の
駐
車

料
金
は
高
く
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

 

答
え 

近
隣
市
町
の
住
宅
の
料
金
体
系

を
調
査
し
研
究
し
た
い
。

 

質
問 

国
道
改
良
に
伴
う
配
水
管
移
設

は
国
・
県
が
す
べ
き
で
な
い
か
。

 

答
え 

移
設
補
償
を
い
た
だ
き
市
が
事

業
を
す
る
。

建設企業常任委員会

松任フロンティアパーク
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環境にやさしい大豆油インキを使用しています。古紙配合率100％再生紙を使用しています

　平成の大合併で白山市になり、早いもので一年がた
ちました。
　今冬は、平成18年豪雪に見舞われ大変な受難の冬で
したが、新年度からわれわれの住む地域に、白山市に
なって大変大きな事業が始まろうとしています。その事
業とは、通信インフラの構築です。この設備利用によっ
て、市政を身近なものにできたり、各地区での出来事の
確認をしたりと広い市内のいろいろな情報を簡単に得
ることができ、非常に楽しみにしています。
　ここで議会に対してお願いがあります。１つは、民生

活動、遠隔介護等にこの通信ネットワークを利用して今
冬に発生したような不幸な事故の未然防止(災害防止)
をすること、もう１つは、情報を有効に活用(共有)できる
ように行政側・住民側双方のスキルアップを図る機会を
設けることです。（せっかくのいい設備、利用しなけりゃ
損損。宝の持ち腐れとならぬように。）
　最後に、この通信インフラ整備によって山麓の各方
面、白山市全体のシナジー効果が生まれてくればと期
待しております。

み
ん
な
の

美
し
い
白
山

　
北
村 

祐
子
さ
ん

（
尾
添
町
）

　白山市になって早くも１年がたちました。合併前を思い
出していたら、群馬県上野村の村長さんの「合併は新市
の人口集中地域が中心になり、都市部はいいが山村は廃
れ、やがて国をも滅ぼす」という記事を読んで、とても不
安になりました。
　「白山」という山がいつも美しく雄大なのは、ふもとに
住まいする人々 が自然と共存し、守るものは守り、そして
守られてきたからこそではないでしょうか。もちろん住ま
いをしていない人たちのお力も多 あ々ります。私たちは、
もっと嘆きや憂いを表現したらいいのかもしれません。

　自分の住んでいる場所の大切なところ、美しいところ、
いいところ、誇りとするところは何ですか？どこですか？
　合併して平等というのであれば、この先も美しい白山
を敬い守っていくふもとの人々 が定住しやすくするにはど
うすればいいのか。全市民のご理解がいただけるよう、広
い土地と山々に自信を持って主張してほしいと思います。
　山村は廃れてはならぬ
　清い川も、緑の山 も々
白山の神様からの授かりものです。

白
山
ろ
く
の

ふ
る
さ
と
で

　
島
田 
克
三
さ
ん

（
神
子
清
水
町
）

　白山市になって１年が経過しました。鳥越村の
ころは、電話をすれば即対応していただけたこと
が、手続きが必要となり、みずから動かなければ置
き去りになる感は否めません。
　時代の趨勢ですから過疎化も、いたし方ありま
せん。
　しかし、白山ろくに生まれてきた私たちは、白山
山系の厳しさと恩恵、手取川水系の恐ろしさとあ
りがたさの中で、暮らしの「知恵」を生み出し、文化
と歴史を織り成してきました。

　「ものを大切に」、「人と自然が共生する社会」の
中で心の豊かさを求めてきました。
　今、私たちは、公民館活動をとおして、ふるさと
づくりを模索しております。豪雪にも獣害にも耐
えながら、ふるさとを温めて生活しております。
　長い歴史と自然の恩恵を忘れることなく、遅れ
ても自分たちの足で歩くことが大事だと思ってお
ります。

　平成の大合併で白山市になり、早いもので一年がた

市民の声
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今回は、豪雪で苦労された
白山ろく地域の皆さんからご意見をいただきました。
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　今年の冬は当初の予想を超えた大雪

となり、気象庁は『38豪雪』以来、43年ぶ

りに『平成18年豪雪』と命名しました。

　白山市でも連日雪害対策に追われま

したが、残念ながら3名の尊い命が失わ

れました。議会として心からご冥福をお祈

りいたします。

　合併から１年、白山市の当初予算は厳

しい財政状況の中でスタートしました。議

会として市民本位の行政となるよう発言

を強めていかねばなりません。この「議会

だより」もそうした想いが伝わるものにな

ればと考え発刊から1年が経過いたしま

した。

　ぜひ市民の皆さんからのご感想を議

会事務局にお寄せいただき、支えていた

だければありがたいと思います。

（編集委員一同）

■編集委員会
委 員 長　　中西 恵造

副委員長　　古河 尚訓

委　　員　　清水 芳文　寺越 和洋

　　　　　　村本 一則　南 　清人

《お詫び》
　3月24日、本市議会議員の起こした酒

気帯び運転による交通事故に対し、白山

市議会として深くお詫び申し上げます。

　本市議会は、市民の信頼と負託のも

と、市政の発展と明るく住みよいまちづく

りに努めてきたところでありますが、今回

の事件を深く心に受け止め、議員一人一

人がみずからの戒めとして、飲酒運転を

絶滅することをここに誓います。
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